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動機

 SASからプログラミング言語に触れた人は、その特殊性から他のプログラミング言語に移行
し難い。
 臨床試験データをハンドリングする際、頭の中で構築するアルゴリズムがSAS主体のため、データステッ

プでできることが、他の言語でスムーズにできずイライラする。
 データ結合の方法が特殊(set, merge)で、データの内部結合・外部結合（left, outer join）の

概念がしっくりこない。
 Data stepのレコード単位の処理に慣れてしまい、data frameのカラム単位の処理に混乱する。
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SASからRへ移行のための逆引き辞典のようなものが欲しいと思い作成した
ものを一部共有。



目的

 あまり深く考えず、 SASとRのアルゴリズムの対応をパターン化して考える
 新規導出変数のための関数（mutate関数）の使い方を理解する
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Agenda

 Group内で連番を振る
 Groupingの注意点
 SASのdata step last, firstを再現する
 SAS formatを再現する
 LOCFする
 mutate関数を理解する
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Group内で連番を振る
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SAS R

ADSLに含まれる女性（SEX = ‘F’）患者で、施設番号（SITEID）毎に被験者番号（USUBJID）順に連番（groupindex）を
設定する。



Groupingの注意点

 Grouping情報はデータフレーム情報として保持される
 group_by関数でgroupingをした場合、grouping情報はその処理で生成されたデータフレームに

保持される。このため、当該データフレームはgroupingされた状態でハンドリングされる（年齢の要約
統計量はSITEID毎に算出される）
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group_by関数でgroupingする前のデータフレーム（dfADSL）

group_by関数でgroupingした後のデータフレーム（dfADSL2）



Groupingの注意点

 Grouping情報はデータフレーム情報として保持される
 Grouping情報を保持したくない場合は、ungroup関数を使ってgrouping情報をリセットする必要

がある
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特に何も指定しなくても勝手にSITEIDでgroupingし
て平均値を算出

ungroup関数でgrouping情報をリセットするとAGEの平均値を算出
できるようになる



SASのdata step last, firstを再現する
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ラボデータからALT（PARAMCD = ‘ALT’）を取り出し、被験者毎（USUBJID）に最も早期に検査したもの（ADYの最も
小さいもの）レコード取り出し出力。

SAS R

SUBJ001のようなケースの場合（ADY=22でレコードある）場合は、
元の並び順が優先して1レコード取得されるため注意。
※左のSAS codeも同じ挙動



SASのdata step last, firstを再現する
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ラボデータからALT（PARAMCD = ‘ALT’）を取り出し、被験者毎（USUBJID）に最も早期に検査したもの（ADYの最も
小さいもの）レコード取り出しに出力。

R

SUBJ001のようなケースの場合（ADY=22でレコードある）場合に、患者毎に全てのADY最小レコードを取り出したい場合は？

firstは関数で、SASのlastの再現にはlast関数が使える。
また、nth関数(n番目)といった指定もできる。



SAS formatを再現する
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ADSLの性別（SEX）に、フォーマットを当て（M→Male, F→Female）、新規変数（fmtsex）を作成する

SAS R



SAS formatを再現する
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ADSLの年齢（AGE）に、フォーマットを当て（65歳未満（0 -< 65）、65歳以上75歳未満（65 -< 75）、75歳以上（75 -））の
カテゴリ新規変数（agecat）を作成する

SAS R

cut関数のbreaksパラメータで区間（0 – 65, 65 – 75, 75 - Inf）を設定し、labels
パラメータで該当区間に対するラベルを定義する。
rightsパラメータは区間の右側（0 – 65, 65 – 75, 75 - Inf）をそのカテゴリに含
めるかどうか（含める：TRUE, 含めない：FALSE）？



LOCFする

12

ADLBのALT（PARACD = ‘ALT’）の測定結果（AVAL）が欠損値の場合、直前のレコードの測定結果で補完する。

SAS R

zooパッケージのna.locf関数を使用



LOCFする
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ADLBのALT（PARACD = ‘ALT’）の測定結果（AVAL, CHG）が欠損値の場合、直前のレコードの測定結果で補完する。

R

関数の宣言（対象変数に実行する関数
を以降に定義する）

vars関数で定義した変数が順次
渡されるイメージ



mutate関数を理解する
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https://www.bioinfoblog.com/entry/tidydata/advancedmutate

mutate_all: 全ての変数を対象に対して同様の処理する
mutate_at: 指定した変数名に対して同様の処理をする
mutate_if: 変数の値の条件に合致する※変数に対して同様の処理をする
※is.numeric, is.factorとか



利用データ

 Harvard Dataverse – Dummy ADaM datasets (CC0)
https://dataverse.harvard.edu/dataset.xhtml?persistentId=doi:10.7910/DVN/L7RURL
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